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２４
年
１
月
１
日
に
、
能
登

半
島
を
震
源
と
す
る
最
大
震

度
７
の
地
震
が
発
生
し
、
北

陸
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲

に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
。

発
生
か
ら
４５
日
以
上
た
っ

て
も
余
震
は
続
き
、
停
電
や

断
水
、
道
路
の
寸
断
等
に
よ

っ
て
、
被
災
地
は
今
な
お
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

多
く
の
方
が
冬
場
の
過
酷
な

環
境
の
中
で
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の
能
登
半
島
地
震
非

常
対
策
本
部
は
１
月
２５
日
、

一
日
も
早
く
元
の
平
穏
な
生

活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
被
災
地
の
生
活
と

生
業
（
な
り
わ
い
）
支
援
の

た
め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
表

し
た
。

今
回
の
地
震
で
は
、
農
地

・
農
業
用
施
設
、
畜
舎
等
の

損
壊
な
ど
が
発
生
し
、
地
域

の
農
林
水
産
業
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
農

業
関
係
の
主
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
内
容
は
図
の
通
り
。

地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

見
据
え
て
、
世
界
農
業
遺
産

の
里
山
里
海
等
の
ブ
ラ
ン
ド

を
活
か
し
た
創
造
的
復
興
に

向
け
、
被
災
さ
れ
た
農
林
漁

業
者
の
方
々
が
一
日
も
早
い

生
業
の
再
建
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
政
府
は
対
策
を
速
や

か
に
講
じ
て
い
く
。

全
開
連
は
２
月
９
日
、
熊

本
県
錦
町
で
「
２３
年
度
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
開
拓
牛
枝
肉
共
進

会
」
を
開
催
。
昨
年
１０
月
に

再
稼
働
し
た
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー

ト
㈱
で
枝
肉
展
示
後
、
ひ
み

つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お

い
て
褒
賞
授
与
式
が
盛
大
に

挙
行
さ
れ
た
。
九
州
地
区
の

会
員
生
産
者
、
来
賓
ら
総
勢

８０
余
名
が
参
集
し
た
。

九
州
６
県
の
会
員
か
ら
、

開
拓
交
雑
種
牛
４１
頭
、
開
拓

和
牛
１４
頭
の
計
５５
頭
が
出
品

さ
れ
、
最
優
秀
賞
は
、
開
拓

交
雑
種
牛
の
部
が
㈱
重
冨
畜

産
（
宮
崎
）
、
開
拓
和
牛
の

部
で
は
牧
原
牧
場
㈱
（
鹿
児

島
）
の
出
品
牛
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。

褒
賞
授
与
式
で
は
、
冒
頭

に
全
開
連
の
新
津
賀
庸
会
長

が
「
生
産
現
場
で
は
経
営
を

守
り
抜
い
て
行
く
ん
だ
と
必

死
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

全
開
連
と
し
て
も
、
皆
様
が

安
心
し
て
営
農
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
事
業
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
し
た
。

来
賓
挨
拶
の
後
、
審
査
委

員
長
の
日
本
食
肉
格
付
協
会

九
州
支
所
長
鳥
渕
賢
二
郎
氏

が
審
査
報
告
を
行
っ
た
。

開
拓
交
雑
種
牛
の
部
で

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
雌
５

８
８
・
５
㌕
、
去
勢
が
５
７

３
・
４
㌕
で
、
去
勢
は
全
国

平
均
よ
り
３２
㌕
ア
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
。
５
等
級
比
率
が

１２
・
２
㌫
、
４
等
級
５６
・
０

％
、
３
等
級
２２
・
０
％
、
２

等
級
９
・
８
％
。
３
等
級
以

上
が
９０
・
２
％
と
非
常
に
高

く
、
申
し
分
の
な
い
成
績
と

な
っ
た
。
体
形
が
出
来
上
が

っ
た
牛
が
多
く
、
よ
く
飼
い

こ
ま
れ
て
い
る
。

開
拓
和
牛
の
部
で
は
、
平

均
枝
肉
重
量
が
雌
５
１
２
・

９
㌕
、
去
勢
５
７
４
・
９
㌕

で
、
去
勢
は
全
国
平
均
よ
り

６０
㌕
多
い
。全
て
Ａ
等
級
で
、

５
等
級
が
９２
・
９
％
、
４
等

級
７
・
１
％
と
、
非
常
に
良

い
成
績
だ
っ
た
。

交
雑
種
の
最
優
秀
賞
の
牛

は
雌
で
、
Ｂ
５
の
枝
重
５
６

０
・
７
㌕
、
和
牛
に
劣
ら
な

い
体
形
で
、
肉
質
も
色
、
光

沢
に
優
れ
て
い
た
。

和
牛
の
最
優
秀
賞
の
牛

は
、
去
勢
で
枝
重
５
９
７
・

５
㌕
、
枝
肉
全
体
に
厚
み
が

あ
り
、
脂
肪
の
質
の
し
っ
と

り
感
が
非
常
に
良
く
満
点
の

牛
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
開
拓
交
雑
種
牛
の
部
】

最
優
秀
賞

㈱
重
冨
畜
産

（
宮
崎
）

優
秀
賞

鈴
田
信
秀

（
長
崎
）

優
良
賞
１
席

㈱
坂
口
畜
産

（
長
崎
）

優
良
賞
２
席

㈱
山
口
牧
場

（
宮
崎
）

【
開
拓
和
牛
の
部
】

最
優
秀
賞

牧
原
牧
場
㈱

（
鹿
児
島
）

優
秀
賞

井
上
富
男

（
佐
賀
）

Ｊ
ミ
ル
ク
は
１
月
２６
日
、

２４
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳

製
品
の
需
給
見
通
し
を
発
表

し
た
。
２４
年
度
の
全
国
の
生

乳
生
産
量
は
、
前
年
比
０
・

３
％
増
の
７
３
３
万
㌧
と
、

わ
ず
か
な
が
ら
３
年
ぶ
り
の

増
産
と
な
る
見
込
み
。

地
域
別
に
み
る
と
、
北
海

道
が
同
１
・
４
％
増
の
４
２

２
万
５
千
㌧
と
な
る
一
方
、

都
府
県
で
は
１
・
３
％
減
の

３
１
０
万
５
千
㌧
と
、
３
年

連
続
の
減
産
と
な
る
見
込
み

（
表
）
。

生
産
者
団
体
に
よ
る
生
乳

生
産
抑
制
の
見
直
し
を
受

け
、
前
年
度
を
上
回
る
水
準

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
前
年

の
夏
場
の
猛
暑
を
受
け
、
乳

牛
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
な
ど
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
方
、
需
要
の
見
通
し
と

し
て
は
、
様
々
な
物
価
高
騰

が
消
費
全
般
に
影
を
落
と
し

て
い
る
が
、
牛
乳
乳
製
品
の

需
要
も
同
様
に
低
調
に
推
移

す
る
と
見
通
し
て
お
り
、
需

給
調
整
弁
と
な
る
脱
脂
粉
乳

・
バ
タ
ー
の
製
造
量
は
前
年

を
上
回
る
見
込
み
。

農
水
省
は
１
月
２６
日
、
２４

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
乳

製
品
の
輸
入
枠
数
量
を
公
表

し
た
。

バ
タ
ー
は
８
０
０
０
か
ら

約
１
０
０
０
０
㌧
と
し
、
脱

脂
粉
乳
は
７
５
０
㌧
以
内
と

設
定
し
た
。
バ
タ
ー
や
脱
脂

粉
乳
の
需
給
動
向
を
見
な
が

ら
、
輸
入
量
を
調
節
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。

輸
入
総
量
は
、
前
年
度
同

様
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

関
）
で
約
束
し
て
い
る
カ
レ

ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
生
乳
換
算

１３
万
７
千
㌧
）以
内
と
し
た
。

熊
本
県
錦
町
の
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
㈱
が
１
月
１５
日
、
町

に
学
校
給
食
用
の
町
内
産
牛

肉
約
５０
㌔
（
小
中
学
生
１
１

０
０
人
分
）
を
贈
っ
た
。

こ
れ
は
、
２０
年
７
月
の
熊

本
豪
雨
で
の
浸
水
被
害
の
際

に
、
町
か
ら
受
け
た
支
援
へ

の
恩
返
し
だ
。

２
月
５
日
、
町
内
産
交
雑

種
牛
肉
を
使
用
し
た
「
ス
テ

ー
キ
ど
ん
」
が
町
内
の
小
中

学
校
の
給
食
で
提
供
さ
れ
、

児
童
生
徒
た
ち
は
特
別
メ
ニ

ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

錦
西
小
学
校
で
は
、
放
送

委
員
会
の
児
童
に
よ
る
昼
の

放
送
で
も
「
今
日
の
給
食
の

ス
テ
ー
キ
は
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー

ト
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
ご
飯
の
上
に
の
せ
て

感
謝
し
な
が
ら
食
べ
ま
し
ょ

う
」
と
紹
介
さ
れ
た
。

同
社
は
「
地
元
の
牛
肉
で

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
し
て
い
る
。

表 ２４年度の地域別生乳生産量見通し
（千㌧、％）

都府県
前年比
９９．６
９７．８
９８．７

（Ｊミルクの資料を基に作成）

１，５６４
１，５４０
３，１０５

北海道
前年比
１０２．０
１００．８
１０１．４

２，１４８
２，０７８
４，２２５

全 国

前年比
１０１．０
９９．５
１００．３

３，７１２
３，６１８
７，３３０

上 期
下 期
年度計

能登半島地震から復興へ能登半島地震から復興へ

生
乳
生
産
量
が
３
年
振
り
増

被災地の生活と生業パッケージ

牛
乳
乳
製
品
の
需
要
は
低
調

乳
製
品
の
輸
入
枠
変
わ
ら
ず

九
州
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

九
州
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

復
興
し
た
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
で
開
催

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
が
恩
返
し

小
中
学
校
給
食
に
町
内
産
牛
肉
を
提
供

最優秀賞受賞の和牛の部牧原恒士さん（左）、交雑の部重冨和幸さん

・「食料・農業知っておきたい話」－１３０－（２面）
・Ｊ－クレジット制度を知ることが大事 （３面）
・給食から考える食と農の自治（農林記者会）

（４面）
・指定野菜にブロッコリー格上げ （５面）
・スターターの繊維増で元気な子牛を （６面）
・黒毛和種 ２６ヵ月齢早期出荷試験 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

主な被災者の生活となりわい支援のためのパッケージ（農業関係）
（農水省の資料から抜粋）

【地域の意向を踏まえた農地等の早期復旧等】
・地域農業の将来ビジョンを見据えた復興方針の検討、農地や農業用施設の復旧
・景観にも配慮した棚田の復旧や観光とも連携した持続可能な里山づくり等を支援
・激甚指定による災害復旧の国庫補助率のかさ上げ（農地８５→９６％、農業用施設９４→９８％）
・査定前着工制度の活用による早期修復の支援
【災害関連資金の特例】
・被災農業者への金融支援（貸付当初５年間の実質無利子化等）
【機械、ハウス、畜舎等の再建等への支援】
・農業用機械、農業用ハウス、畜舎等の再建・修繕を支援
（補助率：農業用ハウスが共済金の国費相当額と合わせて１／２：農業用機械・畜舎等１／２）
【営農再開に向けた支援】
・農業共済加入者への共済金の早期支払、収入保険に係る無利子のつなぎ融資
・水稲作継続、他作物への作付転換のための支援（補助率１／２等）
・被害果樹の植替えや、これにより生ずる未収益期間に要する経費を支援（補助率１／２等）
・畜舎等の補改修、繁殖用の牛・豚の再導入を支援（補助率１／２）
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内
閣
府
は
１
月
２６
日
、

「
食
料
・
農
業
・
農
村
の
役

割
に
関
す
る
世
論
調
査
」
を

公
表
し
た
。
調
査
は
、
全
国

の
１８
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
者
５
０
０
０
人
を
対

象
に
実
施
。
有
効
回
答
数
は

２
８
７
５
人
だ
っ
た
。

食
品
価
格
値
上
げ
許
容
度

「
食
品
価
格
に
つ
い
て
、

何
割
ま
で
の
値
上
げ
で
あ
れ

ば
許
容
で
き
ま
す
か
」
と
の

問
い
に
、「
１
割
高
ま
で
で
あ

れ
ば
許
容
で
き
る
」
と
答
え

た
人
が
３７
・
５
％
、「
１
割
高

か
ら
２
割
高
ま
で
で
あ
れ
ば

許
容
で
き
る
」
が
２９
・
８
％

な
ど
で
、
値
上
げ
を
許
容
で

き
る
と
答
え
た
人
は
全
体
の

７５
・
５
％
と
な
っ
た
（
図
）。

一
方
で
、
「
こ
こ
２
年
食

品
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す

が
、
ご
自
身
の
食
生
活
に
お

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま

し
た
か
」
の
問
い
に
は
、
５９

・
５
％
が
「
価
格
の
安
い
も

の
に
切
り
替
え
た
」
と
回
答

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、

消
費
者
は
食
品
の
値
上
げ
は

一
定
程
度
許
容
す
る
意
識
は

あ
る
も
の
の
、
行
動
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

消
費
者
か
ら
見
た
現
在
の

農
業
を
維
持
す
る
上
で
の
課

題
へ
の
対
応
策

「
日
本
の
農
業
従
事
者
数

は
現
在
１
２
０
万
人
で
す

が
、
今
後
２０
年
で
３０
万
人
に

ま
で
減
少
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
現
在
の
農
業
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
へ
の
課
題
を
抱

え
る
中
、
消
費
者
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま

す
か
」
（
複
数
回
答
可
）
の

問
い
に
、
「
買
い
物
や
外
食

時
に
、
国
産
食
材
を
積
極
的

に
選
ぶ
」
７３
・
０
％
、
「
地

元
で
生
産
さ
れ
た
食
品
を
選

ぶ
」
６３
・
８
％
と
な
っ
た
。

多
く
の
人
が
国
産
・
地
元

の
食
品
を
選
ぶ
と
い
う
意
識

が
あ
る
中
で
、
実
際
に
行
動

に
移
し
て
も
ら
う
た
め
の
、

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
。

●
政
府
の
役
割
は

・
ス
イ
ス
な
ど
の
最
低
収
入
を
保

障
す
る
仕
組
み
を
ど
う
見
る
か

日
本
で
は
農
業
所
得
の
３０
％
程

度
だ
が
、
ス
イ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で

は
所
得
の
９０
〜
１
０
０
％
が
補
助

金
だ
。
命
を
守
り
、
環
境
を
守
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、
国

土
・
国
境
も
守
っ
て
い
る
産
業
は

公
益
事
業
で
あ
り
、
国
民
が
み
ん

な
で
支
え
る
の
は
欧
米
で
は
常

識
、
そ
れ
が
お
か
し
い
こ
と
か
の

よ
う
に
思
わ
さ
れ
て
い
る
日
本
こ

そ
が
非
常
識
と
言
っ
て
も
よ
い
。

学
校
給
食
の
地
元
産
食
材
の
使

用
や
、
近
隣
産
地
の
安
全
で
美
味

し
い
農
産
物
の
自
治
体
に
よ
る
公

共
調
達
、
買
い
取
り
の
仕
組
み
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
は
期
待

が
持
て
る
。
特
別
栽
培
米
１
・
７

万
円
、
有
機
米
２
・
４
万
円
ほ
ど

で
自
治
体
が
買
い
取
っ
て
く
れ
る

の
で
、
農
家
に
と
っ
て
安
定
し
た

出
口
と
安
定
し
た
価
格
が
提
供
さ

れ
、
し
か
も
、
子
ど
も
達
の
健
康

を
守
る
と
い
う
や
り
が
い
が
あ

る
。水

田
が
あ
り
、
コ
メ
が
で
き
る

こ
と
は
命
の
安
全
保
障
の
要
で
あ

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
文
化

も
守
り
、洪
水
も
止
め
て
く
れ
る
。

こ
う
し
た
公
共
的
な
機
能
へ
の
対

価
は
価
格
に
反
映
で
き
て
い
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
役
割
に

対
し
て
は
、
国
民
か
ら
集
め
た
税

金
か
ら
政
策
的
に
農
家
に
直
接
支

払
い
を
す
る
、
と
い
う
政
策
が
必

要
に
な
る
。

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

の
水
田
の
話
が
象
徴
的
で
あ
る
。す

水
田
に
は
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
棲

め
る
生
物
多
様
性
、
ダ
ム
の
代
わ

り
に
貯
水
で
き
る
洪
水
防
止
機

能
、水
を
ろ
過
し
て
く
れ
る
機
能
。

こ
う
し
た
機
能
に
国
民
は
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
コ
メ

の
値
段
に
反
映
し
て
い
る
か
。
十

分
反
映
で
き
て
い
な
い
の
な
ら
、

た
だ
乗
り
し
て
は
い
け
な
い
。
自

分
た
ち
が
お
金
を
集
め
て
別
途
払

お
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
感
覚

が
税
金
か
ら
の
直
接
支
払
い
の
根

拠
に
な
っ
て
い
る
。

・
日
本
に
お
け
る
所
得
補
償
の
是

非
農
家
に
必
要
な
額
と
売
り
値
と

の
差
は
、
コ
メ
で
１
俵
３
０
０
０

円
、
酪
農
で
１０
円
／
㎏
あ
り
、
国

が
補
て
ん
し
た
ら
コ
メ
で
３
５
０

０
億
円
、
酪
農
で
７
５
０
億
円
と

な
る
。
そ
ん
な
金
あ
る
わ
け
な
い

と
財
政
当
局
に
言
わ
れ
て
お
し
ま

い
に
な
る
が
、
武
器
を
買
う
の
に

何
十
兆
円
も
か
け
る
な
ら
、
命
を

守
る
食
料
こ
そ
安
全
保
障
の
一
丁

目
一
番
地
で
、
３
５
０
０
億
円
、

７
５
０
億
円
を
か
け
る
こ
と
の
妥

当
性
は
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。こ

の
よ
う
な
、
標
準
的
な
販
売

価
格
が
標
準
的
な
生
産
コ
ス
ト
を

下
回
っ
た
と
き
の
補
て
ん
は
、
米

国
型
の
不
足
払
い
制
度
に
近
く
、

石
破
茂
元
農
水
大
臣
が
一
度
提
案

し
て
お
り
、
旧
民
主
党
の
個
別
所

得
補
償
制
度
に
も
近
い
仕
組
み
で

あ
る
。

中
国
は
１４
億
人
の
人
口
が
１
年

半
食
べ
ら
れ
る
だ
け
の
穀
物
備
蓄

を
進
め
て
い
る
。
日
本
も
コ
メ
を

中
心
に
増
産
し
て
、
も
っ
と
備
蓄

し
た
方
が
よ
い
。
費
用
が
掛
か
り

す
ぎ
る
と
言
う
が
、
不
測
の
事
態

に
命
を
守
る
の
が
「
国
防
」
な
ら
、

食
料
こ
そ
、
国
防
、
安
全
保
障
の

一
丁
目
一
番
地
だ
。
武
器
購
入
に

何
十
兆
円
も
か
け
る
な
ら
、
国
内

食
料
生
産
・
備
蓄
に
何
兆
円
か
け

て
も
、そ
ち
ら
が
先
で
は
な
い
か
。

・
消
費
者
に
で
き
る
こ
と
は

ス
イ
ス
の
国
産
の
卵
は
１
個
６０

〜
８０
円
も
す
る
。
輸
入
品
の
何
倍

も
し
て
も
、
そ
れ
で
も
国
産
の
卵

の
ほ
う
が
売
れ
て
い
た
（
筆
者
も

見
て
き
た
）
。
小
学
生
く
ら
い
の

女
の
子
が
買
っ
て
い
た
の
で
、
聞

い
た
人
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
倉
石
久
壽

氏
）
が
い
た
。
そ
の
子
は
「
こ
れ

を
買
う
こ
と
で
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
生
活
も
支
え
ら
れ
、
そ
の
お
か

げ
で
私
た
ち
の
生
活
も
成
り
立
つ

の
だ
か
ら
、当
た
り
前
で
し
ょ
う
」

と
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
た
と
い

う
。
日
本
の
消
費
者
も
こ
う
あ
り

た
い
。

カ
ナ
ダ
の
牛
乳
は
３
０
０
円
／

㍑
で
、日
本
よ
り
大
幅
に
高
い
が
、

消
費
者
は
そ
れ
に
不
満
を
持
っ
て

い
な
い
。
筆
者
の
研
究
室
の
学
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
、
カ
ナ
ダ

の
消
費
者
か
ら
「
米
国
産
の
遺
伝

子
組
み
換
え
成
長
ホ
ル
モ
ン
入
り

牛
乳
は
不
安
だ
か
ら
、
カ
ナ
ダ
産

を
支
え
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
農
家
・
メ
ー

カ
ー
・
小
売
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
が
十
分
な
利
益
を
得
た
上
で
、

消
費
者
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
ら
、
値
段

が
高
く
困
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
こ

そ
が
皆
が
幸
せ
な
持
続
的
な
シ
ス

テ
ム
で
は
な
い
か
。
「
売
り
手
よ

し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」

の
「
三
方
よ
し
」
が
実
現
さ
れ
て

い
る
。

日
本
で
も
、
地
域
の
住
民
や
近

郊
の
消
費
者
な
ど
の
中
に
は
、
自

分
た
ち
も
生
産
に
か
か
わ
り
た
い

と
い
う
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。
農

家
と
住
民
一
体
化
で
、
耕
作
放
棄

地
は
皆
で
分
担
し
て
耕
す
と
い
う

仕
組
み
も
重
要
で
あ
る
。

お
米
を
育
て
よ
う
と
し
て
も
一

般
市
民
が
急
に
始
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、「
お
米
の
学
校
」

と
し
て
自
分
の
田
ん
ぼ
を
小
さ
め

に
区
切
っ
て
「
生
徒
さ
ん
」
を
募

り
、
育
て
方
を
教
え
る
。
イ
ノ
シ

シ
対
策
も
含
め
て
管
理
は
持
ち
主

が
請
け
負
っ
て
、
参
加
者
は
学
費

を
払
う
（
１
区
画
年
間
約
１０
万

円
）
。
そ
こ
で
育
て
た
お
米
（
無

農
薬
、
天
日
干
し
）
は
生
徒
の
も

の
に
な
る
と
い
っ
た
仕
組
み
も
あ

る
。母

親
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ

て
親
子
連
れ
を
募
集
し
て
、
楽
し

く
種
ま
き
、
草
取
り
、
収
穫
を
し

て
耕
作
放
棄
地
で
有
機
・
自
然
栽

培
で
小
麦
づ
く
り
を
し
、
学
校
給

食
を
輸
入
小
麦
か
ら
地
元
小
麦
に

置
き
換
え
て
い
っ
た
実
践
事
例
も

あ
る
。

こ
う
し
た
消
費
者
と
生
産
者
が

つ
な
が
っ
て
、
一
緒
に
作
っ
て
一

緒
に
食
べ
る
よ
う
な
、
ト
フ
ラ
ー

と
い
う
学
者
が
プ
ロ
シ
ュ
ー
マ
ー

（
生
産
消
費
者
）
｛
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
（
生
産
者
）
＋
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー（
消
費
者
）｝と
名
付
け
た
、

生
産
者
と
消
費
者
の
一
体
化
に
よ

る
地
域
循
環
的
な
自
給
圏
が
各
地

に
構
築
さ
れ
、
拡
大
す
る
こ
と
に

も
期
待
し
た
い
。

第130回

農
水
省
は
１
月
２４
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
企
画
部
会
を
開
き
、
２３
年

度
の
食
料
・
農
業
・
農
村
白

書（
以
下
、
白
書
）の
作
成
に

向
け
て
議
論
を
開
始
し
た
。

農
業
政
策
の
基
本
的
な
方

向
を
示
す
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府

は
毎
年
、
食
料
・
農
業
・
農

村
の
動
向
等
に
関
す
る
白
書

を
作
成
し
、
国
会
に
提
出
し

て
い
る
。
特
に
今
年
は
基
本

法
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
も
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。

第
１
部
の
２３
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
の
動
向
（
動
向

編
）
の
特
集
は
、
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
の
検
証

・
見
直
し
」
が
テ
ー
マ
。
基

本
法
見
直
し
の
経
緯
や
、
基

本
法
の
制
定
経
緯
と
基
本
理

念
、
今
後
２０
年
を
見
据
え
た

課
題
、
食
料
・
農
業
・
農
村

政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
等

を
紹
介
す
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
（
主
な
ニ
ュ

ー
ス
）
で
は
、
▽
食
料
安
全

保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造

転
換
を
推
進
、
▽
農
林
水
産

物
・
食
品
の
輸
出
を
促
進
、

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に

よ
る
生
産
性
の
高
い
農
業
を

推
進
、
▽
２４
年
能
登
半
島
地

震
へ
の
対
応
―
な
ど
７
項
目

を
取
り
上
げ
る
。

本
編
は
、
①
食
料
の
安
定

供
給
の
確
保
②
農
業
の
持
続

的
な
発
展
③
農
村
の
振
興
④

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
⑤
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
や
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
等
―
の

５
章
で
構
成
。
国
民
各
層
の

理
解
と
関
心
が
一
層
高
ま
る

よ
う
、
図
表
、
事
例
、
写
真

等
を
活
用
し
つ
つ
、
食
料
・

農
業
・
農
村
の
動
向
に
つ
い

て
、
記
録
・
分
析
を
行
う
。

第
２
部
の
２４
年
度
食
料
・

農
業
・
農
村
政
策（
施
策
編
）

で
は
、
２４
年
度
に
講
じ
よ
う

と
す
る
食
料
・
農
業
・
農
村

に
関
す
る
法
律
、
予
算
、
金

融
、
税
制
措
置
等
に
つ
い
て

記
載
す
る
。

今
後
は
、
３
月
以
降
に
白

書
の
骨
子
案
や
本
文
案
な
ど

を
議
論
し
、
５
月
頃
に
閣
議

決
定
し
、
国
会
提
出
後
、
公

表
さ
れ
る
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
２

月
５
日
、
第
９
回
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
み
な
し
決
議
に

よ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農

協
専
務
理
事
の
牧
野
展
也
氏

が
監
事
に
選
任
さ
れ
た
。

全
開
連
人
事

（
２
月
１５
日
付
）

退
職

糟
谷
春
平
（
事
業
推

進
部
兼
管
理
部
電
算
室
）

３
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

３
月

１
日

関
東
地
区
開
拓
営
農

推
進
協
議
会
研
修
会

（
栃
木
）

全
開
連
九
州
開
拓
豚

友
の
会
研
修
会（
長
崎
）

７
日

全
開
連
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

８
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

・
全
国
開
拓
振
興
協
会

事
業
概
況
説
明
会
（
東

京
）

１５
日

東
北
開
拓
組
織
連
絡

協
議
会
牛
技
術
研
修
会

（
青
森
）

２７
日

肥
後
開
拓
農
協
枝
肉

共
進
会
（
熊
本
）

２８
日

千
葉
酪
農
農
協
通
常

総
会
（
千
葉
）

食
品
値
上
げ
へ
の
許
容
度
は
高
い
が

特
集
は
基
本
法
の
見
直
し
・
検
証

農
業
白
書
作
成
へ
議
論
開
始

消
費
者
の
行
動
は
安
い
方
へ
向
か
っ
て
い
る

新
監
事
に
牧
野
展
也
氏

全
国
開
拓
振
興
協
会

東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏

食料・農業危機の深刻化に
今年こそ打ち勝てるか ㊦
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温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
・

吸
収
し
た
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度

「
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」

が
あ
る
。
２
０
１
３
年
に
始

ま
っ
た
制
度
で
、
農
業
分
野

で
も
徐
々
に
参
加
者
が
増
え

て
き
て
い
る
。

農
家
や
企
業
な
ど
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
た
時

に
、
そ
の
削
減
し
た
分
を
国

が
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
売
り

買
い
で
き
る
よ
う
に
し
、
そ

れ
を
別
の
企
業
が
買
う
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
削

減
す
る
こ
と
が
利
益
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
。

同
制
度
に
参
加
す
る
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
創
出
者
・
購
入
者

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

表
の
と
お
り
。

同
制
度
で
は
、
排
出
削
減

・
吸
収
に
資
す
る
対
象
技
術

ご
と
に
、
適
用
範
囲
、
排
出

削
減
・
吸
収
量
の
算
定
方
法

及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
等

を
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を

方
法
論
と
い
う
。
現
在
、
同

制
度
全
体
で
７０
の
方
法
論
を

承
認
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち

農
業
分
野
の
方
法
論
は
６
つ

（
図
参
照
）
。

こ
の
中
で
「
肉
用
牛
へ
の

バ
イ
パ
ス
ア
ミ
ノ
酸
の
給

餌
」
は
２３
年
１１
月
に
新
た
な

方
法
論
と
し
て
追
加
さ
れ
た

ば
か
り
だ
。
ま
た
、
同
年「
水

稲
栽
培
に
お
け
る
中
干
し
期

間
の
延
長
」
も
追
加
さ
れ
、

方
法
論
も
徐
々
に
増
え
て
き

て
い
る
。

同
制
度
へ
の
登
録
・
認
証

の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
ず
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
、
そ

の
登
録
の
審
査
を
受
け
る
。

そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
そ
の

結
果
を
報
告
し
て
審
査
を
受

け
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画

作
成
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出

ま
で
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
書
の

作
成
や
、
審
査
費
用
等
に
つ

い
て
は
、
国
・
事
務
局
に
よ

る
支
援
制
度
が
あ
り
、
条
件

を
満
た
す
こ
と
で
支
援
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
買

に
つ
い
て
は
、「
相
対
取
引
」

が
主
と
な
っ
て
い
る
が
、
２３

年
１０
月
か
ら
東
京
証
券
取
引

所
に
「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ

ッ
ト
市
場
」
が
開
設
さ
れ
、

同
市
場
で
の
取
引
も
可
能
と

な
っ
た
。ど
ち
ら
に
し
て
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
段
階

で
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
価
格

を
算
定
す
る
の
は
難
し
い
。

温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
す

こ
と
が
、
農
業
経
営
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
、
全
て
が

プ
ラ
ス
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
農
業
技
術
を

発
展
さ
せ
て
い
く
と
き
に
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
も
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
Ｊ

―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
も
っ

と
知
る
べ
き
だ
ろ
う
。

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南

区
に
あ
る
平
尾
台
は
、
日
本

三
大
カ
ル
ス
ト
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
。

平
尾
台
は
標
高
３
０
０
〜

７
０
０
㍍
、
わ
が
国
有
数
の

石
灰
岩
台
地
で
、
裸
出
カ
ル

ス
ト
の
北
東
部
と
、
被
覆
カ

ル
ス
ト
の
南
西
部
に
分
け
ら

れ
る
が
、
北
東
部
の
裸
出
カ

ル
ス
ト
の
著
し
い
地
域
は
国

指
定
の
天
然
記
念
物
に
な
っ

て
い
る
。

台
地
上
に
は
、
大
小
様
々

よ
う
ぐ
ん
ば
る

な
石
灰
岩
柱
が
並
ぶ
羊
群
原

と
呼
ば
れ
て
い
る
所
や
、
す

り
鉢
状
の
ド
リ
ー
ネ
も
各
所

い
に
し
え

に
あ
り
、
ま
た
古
の
修
験
者

た
ち
が
厳
し
い
修

行
を
し
て
い
た
と

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

い
う
鍾
乳
洞
な
ど

が
い
く
つ
も
点
在

す
る
。

平
尾
台
開
拓

は
、
第
二
次
大
戦

ま
で
陸
軍
の
演
習

地
だ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
４７
年
か
ら
戦

災
者
や
海
外
か
ら

の
引
き
揚
げ
者
な

ど
５５
世
帯
が
入
植

し
た
。

観
光
地
と
し
て
は
素
晴
ら

し
い
景
観
だ
が
、
農
業
に
は

適
し
た
場
所
で
は
な
く
、
北

九
州
地
方
の
開
拓
地
で
も
売

れ
残
っ
た
場
所
だ
っ
た
。
草

原
に
露
出
し
て
い
る
石
灰
岩

を
縫
う
よ
う
に
開
墾
し
た

が
、非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。

当
時
の
様
子
を
開
拓
碑
に

は
「
食
料
、
資
金
に
乏
し
く

夢
と
現
実
の
は
ざ
ま
の
中
、

生
活
苦
、
体
力
の
限
界
な
ど

で
下
山
す
る
も
の
も
出
た
。

何
と
か
踏
み
と
ど
ま
っ
た
人

た
ち
の
苦
労
は
想
像
を
絶
す

る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

カ
ル
ス
ト
の
特
徴
の
一
つ

に
、
降
っ
た
雨
は
鍾
乳
洞
が

あ
る
地
下
へ
と
流
れ
る
た

め
、
基
本
的
に
地
上
に
川
が

無
く
、
水
が
乏
し
か
っ
た
。

ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ

ボ
ウ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の
よ
う
な
乾
燥
に

強
そ
う
な
作
物
が
育
て
ら
れ

た
が
、
中
で
も
ダ
イ
コ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
の
２
つ
が
主
に
生

産
さ
れ
た
。
寒
暖
差
が
あ
る

た
め
、
辛
味
が
あ
る
平
尾
台

大
根
と
し
て
人
気
が
あ
っ

た
。
ド
リ
ー
ネ
と
呼
ば
れ
る

窪
地
に
流
れ
込
ん
だ
土
を
利

用
し
て
、
ゴ
ボ
ウ
が
作
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

酪
農
、
肉
牛
経
営
も
見
ら

れ
た
が
、
や
は
り
水
が
乏
し

い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
長

続
き
せ
ず
、
今
は
畜
産
経
営

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

０５
年
に
開
拓
者
３７
名
が
当

時
を
回
想
し
、
平
尾
台
開
拓

記
念
碑
を
建
立
し
た
。

現
在
も
、
２
戸
の
農
家
が

主
に
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ

を
生
産
し
て
い
る
。

①乳用種 ：１０歳以上の雌牛、３歳以上の雄牛

②肉専用種：１５歳以上の雌牛、３歳以上の雄牛

③交雑種 ：３歳以上の雌牛、３歳以上の雄牛

であって、３年以上異動等の記録がされてい
ない牛（種雄牛等の除外対象有り）。

０３
年
に
始
ま
っ
た
牛
の
個

体
識
別
シ
ス
テ
ム
は
、
日
本

中
の
牛
の
履
歴
を
網
羅
す
る

重
要
な
シ
ス
テ
ム
だ
。

本
シ
ス
テ
ム
の
開
始
か
ら

２０
年
が
経
過
し
、
相
当
数
の

所
在
不
明
牛
（
図
参
照
）
が

蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

が
運
営
し
て
い
る
「
牛
の
個

体
識
別
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
に

所
在
不
明
牛
の
リ
ス
ト
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数

６
万
頭
以
上
に
の
ぼ
る
。

昨
年
１１
月
か
ら
、
所
在
不

明
牛
は
通
常
の
リ
ス
ト
か
ら

除
外
さ
れ
た
た
め
、
個
体
識

別
番
号
の
検
索
で
調
べ
て
も

出
て
こ
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
牛
が
実
際
に
存

在
し
て
異
動
を
か
け
る
場
合

は
、
地
方
農
政
局
も
し
く
は

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
、
通
常
の
リ
ス
ト

に
戻
し
て
か
ら
異
動
を
か
け

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

農
水
省
は
、
こ
れ
ら
の
所

在
不
明
の
対
象
牛
を
、
２４
年

７
月
を
も
っ
て
履
歴
の
完
結

処
理
を
行
う
予
定（
便
宜
上
、

死
亡
扱
い
と
な
る
）
。

も
し
、
３
年
以
上
異
動
を

行
っ
て
い
な
い
該
当
牛
を
所

有
管
理
し
て
い
る
方
は
、
速

や
か
に
地
方
農
政
局
等
へ
連

絡
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■農林漁業者・食品産業事業
者等による活用が想定され
る主な方法論 ２０２３年１１月時点

ボイラーの導入
ヒートポンプの導入
空調設備の導入
園芸用施設における炭酸ガス
施用システムの導入

バイオマス固形燃料（木質バ
イオマス）による化石燃料又
は系統電力の代替
太陽光発電設備の導入
牛・豚・ブロイラーへのアミ
ノ酸バランス改善飼料の給餌
家畜排せつ物管理方法の変更
茶園土壌への硝化抑制剤入り
化学肥料又は石灰窒素を含む
複合肥料の施肥
バイオ炭の農地施用
水稲栽培における中干し期間
の延長

肉用牛へのバイパスアミノ酸
の給餌
森林経営活動
再造林活動

省
エ
ネ

再
エ
ネ

農
業

森
林

・省エネ設備導入や再生可能エネルギー活用によるランニングコストの低減効果
・クレジット売却益による投資費用の回収や更なる省エネ投資への活用
・温暖化対策に積極的な企業、団体としてのＰＲ効果
・Ｊ―クレジット制度に関わる企業や自治体等との関係強化

・ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス要素も考慮した）投資が拡大する中、森林保全
活動の後押しなど、環境貢献企業等としてＰＲ効果が期待
・地球温暖化対策推進法の「調整後温室効果ガス排出量」の報告等での活用
・製品・サービスにかかるＣＯ２排出量をオフセット（相殺）することによる差別化
・経団連カーボンニュートラル行動計画の目標達成での活用

創
出
者

購
入
者

３
年
以
上
異
動
が
無
い
牛
は
要
注
意

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
利
益
に

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
利
益
に

個
体
識
別
シ
ス
テ
ム
に
所
在
不
明
牛
６
万
頭

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
知
る
こ
と
が
大
事

所在不明牛に係る処理対象となる牛

（農水省の資料から抜粋）

日本三大カルストの台地で

図 Ｊ―クレジット制度における農業分野の方法論

福岡県北九州市・平尾台開拓

表 Ｊ―クレジット制度参加者のメリット
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給
食
と
農
業
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
１

月
１９
日
に
行
わ
れ
た
「
農
林

記
者
会
創
立
７５
周
年
記
念
講

演
会
」
で
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
の
藤
原
辰
史
准

教
授
は
、
「
給
食
か
ら
考
え

る
食
と
農
の
自
治
」
と
題
し

て
講
演
を
行
っ
た
。

◇
世
界
中
で
ほ
ぼ
同
時
に

始
ま
っ
た
「
給
食
」

ナ
チ
ス
の
台
頭
や
、
食
料

環
境
の
悪
化
で
崩
壊
し
た
数

々
の
王
朝
を
例
に
、
「
食
べ

お
ろ
そ

物
の
供
給
が
疎
か
に
な
っ
た

国
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
」
と
藤
原
准
教
授
は
指
摘

す
る
。
そ
の
中
で
、
経
済
的

不
況
に
抗
う
形
で
世
界
中
で

ほ
ぼ
同
時
に
始
ま
っ
た
「
給

食
」
に
言
及
。
①
子
ど
も
た

ち
の
飢
餓
と
貧
困
を
救
う
方

策
と
し
て
②
災
害
（
戦
争
、

地
震
、
冷
害
、
水
害
）
の
復

興
対
策
と
し
て
―
の
給
食
の

存
在
意
義
、
そ
こ
に
見
出
せ

る
農
業
の
活
性
化
の
大
き
な

可
能
性
を
説
い
た
。

実
は
日
本
の
給
食
の
始
ま

り
は
、
１
８
８
９
年
の
、
佐

れ
い
ざ
ん

藤
霊
山
と
い
う
お
坊
さ
ん
の

さ
か
の
ぼ

取
り
組
み
ま
で
遡
る
。
霊
山

は
、
親
が
弁
当
を
用
意
す
る

余
裕
が
な
く
、
子
ど
も
が
学

校
に
来
な
い
と
気
付
く
。
無

償
給
食
を
始
め
た
の
を
機

に
、
子
ど
も
た
ち
が
登
校
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
「
栄
養
学
の
父
」

さ
い
き
た
だ
す

佐
伯
矩
の
提
唱
で
始
ま
っ
た

東
京
の
自
校
式
の
給
食
場

は
、
関
東
大
震
災
時
、
炊
き

出
し
の
拠
点
と
し
て
活
躍
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
佐
伯
氏

が
「
学
校
給
食
に
関
す
る
意

見
書
」を
３２
年
に
文
部
省（
当

時
）に
提
出
。戦
争
の
激
化
に

よ
り
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
国

庫
負
担
の
給
食
が
続
い
た
。

◇
戦
後
も
給
食
が
活
躍

先
の
数
々
の
王
朝
の
滅
亡

や
ナ
チ
ス
の
例
か
ら
、戦
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
は
「
食
料
難
に
よ

る
日
本
国
民
の
暴
動
」
へ
の

危
機
感
が
あ
っ
た
。
ク
ロ
ウ

フ
ォ
ー
ド
・
サ
ム
ス
が
「
お

米
と
み
そ
汁
の
給
食
」
を
提

案
す
る
が
、
凶
作
で
農
林
省

（
当
時
）
は
断
念
。

厚
生
省（
同
）が
奔
走
し
、

米
産
の
小
麦
と
脱
脂
粉
乳
を

発
見
。
パ
ン
と
脱
脂
粉
乳
の

給
食
が
始
ま
っ
た
。
日
本
の

や
せ
細
っ
た
子
ど
も
た
ち
の

身
体
測
定
を
し
た
サ
ム
ス

は
、
「
タ
ン
パ
ク
質
が
足
り

な
い
」
と
ク
ジ
ラ
肉
も
給
食

に
追
加
。
つ
い
で
に
日
本
人

に
米
国
の
味
を
刷
り
込
も
う

と
考
え
た
。

日
本
の
独
立
後
、
当
時
の

内
閣
で
給
食
廃
止
の
声
が
高

ま
っ
た
。
し
か
し
、
文
部
省

（
同
）
か
ら
の
依
頼
に
よ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
デ
モ
、
大
手
新
聞

社
の
軒
並
み
の
給
食
擁
護
の

社
説
、
５２
〜
５４
年
の
水
害
・

冷
害
で
の
炊
き
出
し
拠
点
と

し
て
の
学
校
給
食
の
活
躍

に
、
廃
止
は
立
ち
消
え
た
。

一
方
、「
無
償
は
共
産
主
義

的
」
と
有
償
化
。
自
校
式
か

ら
セ
ン
タ
ー
化
へ
合
理
化
が

叫
ば
れ
、
「
愛
情
弁
当
で
な

な
ま

い
と
母
親
が
怠
け
る
」
等
の

差
別
発
言
も
出
る
な
ど
、
給

食
は
逆
境
に
立
た
さ
れ
る
。

◇
再
び
学
校
給
食
で
農
業

の
活
性
化
・
災
害
拠
点
化
を

そ
う
し
た
歴
史
を
辿
っ
て

き
た
現
在
、
「
日
本
一
美
味

し
い
」
と
評
判
の
給
食
（
写

真
）
は
、
１
人
の
調
理
師
さ

ん
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ

た
。
地
域
の
生
産
者
が
み
ん

な
で
学
校
給
食
に
美
味
し
い

農
畜
産
物
を
提
供
す
る
関
係

が
で
き
、
実
現
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
学
校
給
食
の

原
点
に
帰
る
」
運
動
は
少
し

ず
つ
各
地
で
広
ま
っ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
、
貧
困

世
帯
の
子
ど
も
の
た
め
に
、

休
校
中
も
給
食
を
提
供
す
る

学
校
も
あ
っ
た
。

災
害
大
国
の
日
本
で
は
、

避
難
所
と
な
る
学
校
の
自
校

式
の
給
食
は
、
災
害
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
も

非
常
に
重
要
と
な
る
。
経
済

成
長
後
も
、
こ
の
観
点
か
ら

も
給
食
は
ず
っ
と
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
振

り
返
っ
た
。

藤
原
准
教
授
は
最
後
に
、

「
給
食
の
本
質
は
�
脱
・
家

族
で
何
と
か
し
ろ
�
だ
」
と

訴
え
た
。
原
点
に
立
ち
返
り

給
食
を
無
償
化
し
、
①
一
人

の
子
ど
も
も
取
り
残
さ
ず
②

地
域
に
出
来
る
だ
け
根
差
し

た
食
材
で
③
大
人
と
子
ど
も

が
一
緒
に
食
べ
る
―
と
い
う

原
則
の
下
、
給
食
に
農
家
や

地
域
の
大
人
が
積
極
的
に
関

わ
れ
ば
、
「
場
」
と
し
て
の

農
村
が
活
性
化
す
る
。
農
村

も
よ
り
若
者
が
寄
り
付
く
場

所
に
で
き
る
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
無
償
化
に
当
た
っ

て
は
、
大
人
が
試
食
会
に
参

加
し
て
美
味
し
い
給
食
を
追

及
し
残
食
を
回
避
し
た
り
、

メ
ニ
ュ
ー
を
定
期
的
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
等
、
納
税
者
と
し

て
当
事
者
意
識
を
持
つ
こ
と

の
重
要
性
も
強
調
。

他
国
の
事
例
か
ら
、
「
小

規
模
農
家
さ
ん
の
生
産
物
も

給
食
に
出
せ
る
よ
う
、
結
節

点
・
連
絡
係
と
し
て
の
集
荷

セ
ン
タ
ー
も
必
要
」
と
分
析

し
、
「
日
本
が
他
国
に
先
駆

け
て
、
給
食
で
農
業
を
活
性

化
す
る
！
と
い
う
気
概
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
、
『
食
料

が
滅
び
る
＝
国
が
滅
び
る
』

の
負
の
歴
史
の
二
の
舞
に
な

る
」
と
危
機
感
を
表
す
と
同

時
に
、
給
食
に
満
ち
た
農
業

の
活
性
化
の
可
能
性
を
強
く

訴
え
、
生
産
者
が
希
望
を
見

出
せ
る
講
演
と
な
っ
た
。

北
海
道
足
寄
町
で
和
牛
繁

殖
等
を
手
が
け
る
三
原
憲
章

さ
ん
が
生
産
し
た
種
雄
牛

が
、
家
畜
改
良
事
業
団
の
優

良
種
雄
牛
に
選
抜
さ
れ
た
。

２３
年
１２
月
１
日
、
同
事
業
団

で
開
催
さ
れ
た
「
２３
年
検
定

済
種
雄
牛
生
産
者
感
謝
状
贈

呈
式
」
に
お
い
て
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

三
原
さ
ん
が
作
出
し
た
種

ぎ
ん

し

雄
牛
は
「
銀
恣
」
Ｐ
黒
１
１

４
５
で
、
父
が
「
秋
忠

平
」
、
母
の
父
が
「
勝

忠
平
」
、
母
の
母
の
父

が
「
平
茂
勝
」
と
、
気

高
系
の
牛
。
母
の
「
お

ふ
み
」
は
十
勝
地
域
で

優
れ
た
増
体
能
力
を
有

し
、
計
画
交
配
対
象
と

な
っ
た
。
現
場
検
定
成

績
の
枝
肉
重
量
５
３
８

㎏
は
同
事
業
団
気
高
系
種
雄

牛
の
中
で
も
随
一
で
、
脂
肪

交
雑
能
力
も
優
れ
て
い
た
。

三
原
農
場
は
、
初
代
の
助

左
衛
門
さ
ん
が
足
寄
開
拓
の

先
駆
け
と
し
て
明
治
３２
年
に

入
植
し
た
の
が
始
ま
り
。
黒

毛
和
牛
は
４
代
目
の
憲
章
さ

ん
が
導
入
し
、
現
在
は
黒
毛

和
種
繁
殖
雌
牛
５０
頭
を
憲
章

さ
ん
夫
妻
と
５
代
目
と
な
る

若
夫
婦
の
４
名
で
管
理
し
て

い
る
。
ま
た
６５
㌶
の
耕
作
地

が
あ
り
、
小
麦
や
小
豆
、
牧

草
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

「
銀
恣
」
は
同
事
業
団
が

発
行
す
る
２４
年
黒
毛
和
種
種

雄
牛
案
内
に
掲
載
さ
れ
る
。

贈呈式に出席した三原憲章
さん・裕美子さんご夫妻

敗戦後の食糧メーデーに見られる
給食を求める市民の声

「日本一美味しい」と評判の給食
藤原教授の発表資料から

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は

１
月
９
日
、
「
『
飲
食
店
』

倒
産
動
向
調
査
（
２３
年
）
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。

２３
年
の
「
飲
食
店
」
の
倒

産
は
７
６
８
件
だ
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

な
ど
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
２０
年
に
次
ぐ
多
さ
と
な
っ

た
。業

態
別
の
閉
店
数
は

表
の
と
お
り
で
、
食
材

価
格
や
光
熱
費
な
ど
の

高
騰
が
大
き
な
痛
手
と

な
っ
た
。

農
畜
産
物
の
消
費
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
飲

食
店
も
、
経
営
状
況
の

厳
し
さ
が
増
し
て
い

る
。

バ
イ
ド
ゥ
㈱
は
１
月
２３

日
、「
Ｚ
世
代
が
選
ぶ
‼『
好

き
な
肉
料
理
』
Ｔ
Ｏ
Ｐ
１０
」

の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。

幼
少
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
身
近
に
あ
る「
Ｚ
世
代
」

の
１０
〜
２４
歳
が
調
査
対
象

で
、
２
４
０
９
人
か
ら
回
答

を
得
た
。

順
位
は
図
の
と
お
り
。
各

肉
料
理
の
好
き
な
理
由
は
、

以
下
の
と
お
り
だ
っ
た
。

☆
鶏
の
か
ら
あ

げ
：
「
ス
ー
パ
ー
に

も
コ
ン
ビ
ニ
に
も
売

っ
て
い
て
美
味
し

い
」☆

焼
肉
：
「
好
き

な
部
位
を
た
べ
ら
れ

る
！
圧
倒
的
な
う
ま

さ
」☆

ハ
ン
バ
ー
グ
：

「
中
に
チ
ー
ズ
が
入

っ
て
い
る
も
の
は
特

に
た
ま
ら
な
い
！
」

☆
肉
じ
ゃ
が
：

「
和
食
で
体
に
い
い

し
、
気
軽
に
食
べ
ら

れ
る
」

☆
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
：

「
お
し
ゃ
れ
で
牛
の
お
肉
が

好
き
」

☆
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
：
「
寒

い
時
に
食
べ
る
と
温
ま
る
し

色
ん
な
種
類
が
食
べ
ら
れ

る
」☆

ス
テ
ー
キ
：
「
マ
ッ
ッ

ッ
ジ
で
ス
テ
ー
キ
お
い
し

い
」☆

す
き
焼
き
：
「
い
ろ
ん

な
具
材
が
入
っ
て
る
し
、
お

肉
も
め
っ
ち
ゃ
美
味
し
い
」

☆
カ
レ
ー
：
「
給
食
で
食

べ
る
カ
レ
ー
が
美
味
し
い
」

☆
肉
ま
ん
：
「
コ
ン
ビ
ニ

で
気
軽
に
買
え
て
、
す
ぐ
に

パ
ク
ッ
と
食
べ
ら
れ
る
」

若
年
層
の
肉
料
理
の
さ
ら

な
る
消
費
拡
大
を
期
待
し
た

い
。

バ
イ
ド
ゥ
㈱
の
資
料
か
ら

業態別 ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３ ２２年比
（１年前）

居酒屋 １８９ １６７ １４２ ２０４ ＋４３．７％
中華・東洋料理店
（ラーメン・焼肉を含む） １０５ ８１ ６６ １０９ ＋６５．２％

西洋料理店 １００ ７１ ４９ ８１ ＋６５．３％

日本料理店 ７９ ５１ ３５ ７０ ＋１００．０％

カフェ（喫茶店） ６８ ４９ ３４ ７２ ＋１１１．８％

一般食堂 ５６ ３４ ３７ ５９ ＋５９．５％

バー・キャバレー ６９ ４６ ２９ ５８ ＋１００．０％

すし店 ３４ １８ １７ ２２ ＋２９．４％

そば・うどん １８ ７ ８ ２１ ＋１６２．５％

料亭 ９ １０ ９ ８ －１１．１％

その他の飲食店 ５３ ３５ ２６ ６４ ＋１４６．２％

「飲食店」合計 ７８０ ５６９ ４５２ ７６８ ＋６９．９％

飲
食
店
倒
産
前
年
比
７
割
増

国
の
安
寧
は
食
事
の
安
定
あ
っ
て
こ
そ

国
の
安
寧
は
食
事
の
安
定
あ
っ
て
こ
そ

コ
ロ
ナ
直
後
の
多
さ
に

給
食
か
ら
考
え
る
食
と
農
の
自
治

ⒸTEIKOKU DATABANK，LTD． 帝国データバンクの資料から

業態別 内訳（２０２０年～）か
ら
あ
げ
、焼
肉
、ハ
ン
バ
ー
グ
が
人
気

Ｚ
世
代
が
好
き
な
肉
料
理
調
査

ぎ
ん

し

種
雄
牛「
銀
恣
」生
産
で
感
謝
状

―
北
海
道
足
寄
町
三
原
憲
章
氏
―

―
北
海
道
足
寄
町
三
原
憲
章
氏
―



開 拓 情 報（5） 第790号 2024年（令和6年）2月15日（毎月１回１５日発行）

農水省は、国内消費量が多く、国民
生活に重要な野菜である「指定野菜」
に、ブロッコリーを追加する方針だ。
２０２６年度の事業から指定野菜に追加さ

れる予定で、１９７４年にジャガイモが登
録されて以来、約５０年ぶりの追加とな
る。
野菜は、天候によって作柄が変動し

やすく保存性も乏しい
ため、供給量の変動に
伴って価格が大幅に変
動する。
そこで、野菜価格安
定制度では、主要な野
菜の出荷安定を目的
に、集団産地として生
産地域を設定すること
で、生産と出荷を計画
的に行っている。豊作
などで供給量が多く、
野菜価格が著しく低落
した場合、生産者の経
営への影響を緩和する
ために生産者補給金を

交付することで、国
産野菜の生産・出荷
の安定と消費者への
安定供給を確保する
制度となっている。
現状では、消費量
が特に多いキャベツ
やダイコンなど１４品
目が「指定野菜」と
して定められてい
る。ブロッコリーは
現在、指定野菜に準
ずる「特定野菜」と
して、３５品目の中の
一つとなっている。
ブロッコリーは、０２
年と２２年を比べると
２倍ほどに需要が増
え、出荷量も増加している。
こうした状況を受け、計画的な生産
・供給を行っていくため、指定野菜に
ブロッコリーを追加すべく準備が進め
られている。指定野菜に「格上げ」さ
れると、特定野菜に比べて保証額がさ
らに手厚くなるメリットがある。
ただし指定野菜の場合、国が年２回

公表する「需給ガイドライン（前号６
面参照）」に沿って生産者は供給計画
を作成し、それに基づいて生産・出荷
をして安定供給に努める必要がある。
なお、指定野菜に定められた後も、特
定野菜の枠組みで生産活動を続けるこ
とも可能で保証額も従前どおり（農水
省園芸作物課担当者の回答）。

カラスによる、農業施設を損傷する
被害が各地で頻発している。
農研機構では、テグス等の設置間隔
と侵入抑制効果の関係を、飼育下のカ
ラスを用いた試験で解明し、テグスと
防鳥網を組み合わせたカラス侵入抑制
技術である「くぐれんテグス君」を１１
年度に開発している。その後、防鳥網
と脚立を使わずに設置できる簡易型の
「くぐれんテグスちゃん」、畑作物対
策の「畑作テグス君」を開発した。
同機構は、これらのカラス対策テグ
ス設置技術を応用し、農業用ビニール
ハウスのカラスによる損傷を防ぐため
の技術、「ハウスにテグス君」を開発。
標準作業手順書をＨＰ上で公開した。
必要な資材はホームセンターや農業
資材店で入手可能で、工具はハンマー、
巻き尺、ハサミを用いる。同手順書の
手順に沿って作業を進めることで、図
のように設置できる。
棟高３ｍ、間口５ｍ、奥行き１０ｍの
ハウスに設置する場合の資材費は、２
万３０００円程度（税込み、２３年１月現在）
で、２名で作業する場合は１時間半程
度で完成する。
「ハウスにテグス君」は、地上から
の作業のみで脚立等を使わなくても設
置することが可能。カラス飼育室内で
の調査では、若干のフィルム損傷が発
生したが、野外ではカラスは採餌に多

くの時間を費やすことから、フィルム
損傷行動の頻度はさらに少なくなると
みられている。
同機構は、「畜舎ではテグスではな
く確実にカラスが通れない網目のネッ
トを張る必要がある。ビニールハウス
は、カラスにとってそれほど魅力的な
場所ではない（餌を食べるためではな
く、止まり場所のひとつ）ので、ハウ
スに張ったテグスにカラスが慣れてし
まって効果が無くなる可能性は低いと
いえる」としている。
同手順書は、インターネットで「ハ
ウスにテグス君」と検索すると、誰で
も閲覧することができる。

農研機構は、サイレージから子実
まで幅広い利用が可能な飼料用トウ
モロコシの新品種「トレイヤ」を開
発した。
トレイヤのイアコーン収量と乾燥
子実収量は標準品種よりも高く、イ
アコーンサイレージや、子実トウモ
ロコシとしての利用に適している。
ＷＣＳ（ホールクロップサイレージ）
利用では、標準品種と同等の収量を
確保でき、乾物中ＴＤＮ（家畜が消

化できる成分の総称）の割合が高
く、良好なサイレージ生産が期待
される。
トウモロコシの重要病害である
「すす紋病」や「ごま葉枯病」に
強く、赤かび病の接種試験でも発
病面積を小さく抑えている。また、
台風や強風による倒伏被害に対し
ても強い耐性を持っている。
同種はＷＣＳとしてもイアコーンと
しても利用可能な早生品種として、北

海道内の栽培適地での普及を目指す。
栽培用種子の販売は２７年以降を予定し
ている。

指定野菜にブロッコリー格上げ指定野菜にブロッコリー格上げ
約５０年ぶり、２６年度から

図：いずれも農水省の資料から

釣り糸でカラスからハウス守る 「ハウスにテグス君」の構造

農研
機構ハウスにテグス君公開

農研機構の資料から

ほ場での「トレイヤ」の草姿（左）および
雌穂（右）、飼料として利用部位サイレージ・子実の二刀流で利用可能

農研
機構 飼料用トウモロコシ新品種

写真は農研機構のホームページから
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元気な子牛は、長命連産の乳用牛と
なりやすい。１２月１２日に開催された「オ
ルテック酪農セミナー」で、広島大学
の杉野利久教授は、「子牛の哺育管理
の重要性」と題して発表を行った。
■孫悟空がベジータに勝てる理由
杉野教授は講演の冒頭、「ドラゴンボ
ール」のベジータと孫悟空に例え、生
物にとっての環境の重要性を訴えた。
最強の個体のベジータに悟空が勝てた
のは、元々地球の環境に慣れていたか
らである。ゲノム評価で牛の個体能力
が分かる時代になったが、牛は２４時間
ずっと同じ環境で寝食をするため、同
じくらいに環境が非常に重要になると
強調した。
■母牛のエネルギー過多に注意
杉野教授は、「母牛の健康状態が子牛
の生涯乳量を決める可能性が高いため
要注意」と注意喚起を行った。分娩移
行期に「高エネルギー飼料」と「低エ

ネルギー飼料」を給与した２区で比べ
たところ、低エネ飼料区の方が子牛の
発育が良く、逆に、高エネ飼料の母牛
から生まれた子牛は、生来糖尿病体質
の牛となった。また、分娩前の飼料の
エネルギーを比べた試験でも、栄養が
高い区、非常に高い区と比べて、通常
の飼料を給与していた母牛の初乳の免
疫因子濃度が最も高かった。
母牛の過剰なエネルギー摂取は、元
気な子牛に育てる上でデメリットが多
いため、避ける。また、子牛の疾病・
死亡率を下げるには、上図の条件を満
たした初乳を給与し、同時に飼養環境
を清潔にすることが重要だと訴えた。
■高栄養哺乳管理では中鎖脂肪酸と
酪酸、繊維含量がカギ
哺乳管理では、朝夕にミルクを給与
し、カーフスターター、乾草、水が、
３点セットで常に子牛の前になくては
ならない。また、高栄養哺乳プログラ

ムは「初期投資型」で、反芻胃の発
達は遅れるが、ミルクを飲む量が
多く発育が良いため、初産乳量で
投資分を取り返せる、と説明した。
近年、「冬場だけでなく夏場も子
牛がエネルギーロスをする時代に
なった」と強調。夏場も、乳脂肪
（油分）が多めのミルクを給与す
る必要がある。乳脂肪率が１８～
２０％程度の代用乳が適している。ま
た、高栄養哺乳の課題として下痢や
離乳ロスが挙げられる。発育を担保
しながら健全性を向上させるため
に、代用乳に「中鎖脂肪酸」と「酪
酸」を添加すると、ふん便スコアが
良好となり、離乳後も下痢をしにく
く、発育もよい結果が得られた。
■スターターの繊維増で下痢防止
昨今流行りの子牛用 TMR を給

与する場合、子牛が食べたい乾草の量
が確保できない欠点を指摘した。そこ
で、杉野教授は、「クラフトパルプ」の
給与が効果的であると指摘。クラフト
パルプを１２．３％スターターに混ぜたと
ころ、CP は２６．１で対照区より２．４高
く、NE（飼料の栄養分を表す TDN

に対し、NEは発育や泌乳に必要なエ
ネルギー量を差し引いた飼料のエネル
ギーの値）は１．０５と対照区より０．１３低
かった。クラフトパルプを給与したと
ころ、下痢発症日数は下図のとおり減
少した。疾病によるロスなどを防ぎ、
元気な子牛を育てたい。

同大学の杉野教授は、１２月１１日に開
催された「中国四国地域飼料増産推進
研修会」で「広島県庄原市におけるス
マート農業技術を活用した持続可能な
地域資源循環型農業の実証について」
と題し、発表した。耕種農家の機械だ
けでは生産が限界であるため、スマー
ト農業技術を活かした自給飼料の生産
が喫緊の課題である、と強調した。
■飼料確保の危機はすぐそこまで
杉野教授は現在のインドの飼料につ
いての状況を報告した。２４年からイン
ドもメガファームが海外から飼料を多
く輸入し始める動きに出ており、「こ
のままでは本当に日本に海外からの飼
料が何も入って来なくなる日が近い」
と強く警鐘を鳴らした。
■スマート農業技術を取り入れ、自
給飼料の効率よい安定生産を
実証中の技術は、①～⑤の５つ（写
真）。
①GPS による速度情報と連動して

動く「中型GPSナビキャスタ」で施肥
を行う。適正な散布量と経路誘導が自
動で行われ、施肥量を低減できる。
②「オートトラクター」と「真空プ
ランター」でのリアルタイムのモニタ
リングにより、作業効率が３０％向上。
③青刈りトウモロコシは「オートト
ラクターとフォーレージハーベスタ
ー」による収穫・調製を行い、作業時
間は慣行区から３２％削減できた。稲Ｗ

CSは「汎用型微細断飼料収穫機」の
導入により、収穫時間を５３％削減。
④「コンビラップ」で調整を行い、
破損数を０に抑えた。中山間地は狭
いため、一ヵ所に機械を固定して作
業を進めるのが効率的。
⑤「RFIDタグ（タグがセンサーにな
っていて、ラップの中身の成分が分か
る）」というシール式のタグをぴった
りとラップサイレージに貼って、開封
せずに飼料品質が分かるため、「乾乳

牛への給与に切り替えよう」などの判
断が適切に行える。
輸入飼料を４０％（乾物量当たり）削
減し、損失額を大幅にカット。作業時
間は青刈りトウモロコシで５１分（３２％
減）、稲WCSで３２分（５３％減）と効

率化した。また、経営収支も、青刈り
トウモロコシで２９％増、稲 WCS で
７％増となった。
現在も実証は続いている。中山間地
域での自給飼料生産効率化の参考とし
たい。

１月２７・２８日に、都内のカグラザカ
ヒトトハコで「放牧酪農乳製品フェア」
が開催され、戦後開拓酪農家の茨城県

ゆたか

・新利根協同農学塾農場の上野裕さん
と、北海道・ありがとう牧場（開拓酪

農を第三者継承で受け継いだ）の吉川
友二さんの、自らが生産した牛乳を供
給するチーズ工房が、チーズを出展し
た。２牧場とも放牧酪農を行っている。
裕さんは「新利根チーズ工房（代表：
西山厚志さん）」で、友二さんは「しあわ
せチーズ工房（代表：本間幸雄さん）」
で、それぞれ、タッグを組んでいるチ
ーズ職人の西山さん、本間さんがチー
ズを生産している。なお、昨年１０月に
都内で開催された「第１４回 ALL JA
PANナチュラルチーズコンテスト」
で、新利根チーズ工房の「白霞」が金
賞、しあわせチーズ工房の「サチコ」
が優秀賞を受賞し、注目を浴びている。
二人三脚で大忙しの開拓酪農家とチー
ズ工房職人の、益々の活躍が楽しみだ。

スターターの繊維増で元気な子牛を
オルテック酪農セミナーから

写真・図は全て杉野教授の発表資料から

導入技術
ロールにぴったりと貼って品質測定
中国四国地域飼料増産推進研修会から

広島大学 杉野教授の発表資料から

上野さ
ん、吉川さ

んの牛乳のチーズが登場
放牧酪農乳製品フェアにて

「白霞」（新利根チーズ工房の
ホームページから）

会場のマスコットキャラクター（提
供：（一社）日本草地畜産種子協会）

「サチコ」（㈱しあわせチーズ
工房のホームページから）
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黒毛和種の肥育期間の短縮は、長き
にわたり課題となっている。前号で紹
介した「２２年肉用牛生産費」では、平
均出荷月齢は２９．５ヵ月となっている。
群馬県畜産試験場は、枝肉重量と肉
質を維持しつつ、肥育期間を短縮する
技術の開発に取り組んだ〔革新的技術
開発・緊急展開事業（先導プロジェク
ト）〕。
【方法】
供試牛は同場で濃厚飼料を制限して
育成した黒毛和種去勢牛８頭を用い
た。
試験区は、８ヵ月齢から肥育を開始
し、２６ヵ月齢で出荷する「短期区」と、

１０ヵ月齢から肥育を開始し、３０ヵ月齢
で出荷する「慣行区」を設定し、各区
４頭ずつ配置した。
〈短期区〉
前期（８～１３ヵ月齢）の乾物中ＣＰ
（粗たんぱく質）比率は１６％程度に設
計し、６～８㎏／日定量給与した（表
１）。前期配合飼料｛ＴＤＮ（可消化養
分総量）６９％以上、ＣＰ１４．５％以上｝
は１４ヵ月齢まで給与した。１４～２０ヵ月
齢は後期配合Ａ（ＴＤＮ７３％以上、Ｃ
Ｐ１２％以上）を４．５㎏／日から漸増し、
１６ヵ月齢以降は飽食とした。２１ヵ月齢
以降はＴＤＮを高めるため、後期配合
Ａに後期配合Ｂ（ＴＤＮ７４％以上、Ｃ

Ｐ１２．５％以上）を等量混合した。
粗飼料は８～１３ヵ月齢は輸入チモシ
ー、１４ヵ月齢以降は稲わらのみを用い
た。稲わらは、８～１１ヵ月齢までは少
量給与し、１２～１３ヵ月齢はチモシーと
同量とした。なお、チモシー・稲わら
ともに４㎝程度に細断したものを給与
している。
〈慣行区〉
前期（１０～１４ヵ月齢）の乾物中ＣＰ
比率は１２％程度に設計し、４～７㎏／
日定量給与した（表２）。前期配合飼
料は１５ヵ月齢まで給与し、１５ヵ月齢以
降は後期配合Ａ（ＴＤＮ７３％以上、Ｃ
Ｐ１２％以上）を４㎏／日から漸増し、
１８ヵ月齢以降は飽食とした。
粗飼料は１０～１４ヵ月齢はチモシー、

１５ヵ月齢以降は稲わらのみを用いた。
稲わらは１２～１３ヵ月齢までは少量給与
し、１４ヵ月齢はチモシーと同量とした。
【結果】
発育成績は、表３の通り。全期間の
平均日増体重が短期区で０．９５㎏、慣行
区が０．９４㎏だった。短期区の２６ヵ月齢
時の平均体重は７９７㎏、肥育度指数は
５６９となり、どちらも慣行区を上回る結
果となった。
短期区の１頭当たり原物飼料摂取量
は、濃厚飼料４７８１㎏、粗飼料７２０㎏の計
５５０１㎏、慣行区では濃厚飼料５４２４㎏、粗

飼料９７２㎏の計６３９６㎏だった。ＣＰおよ
びＴＤＮ摂取量は、それぞれ短期区７０８
㎏、３７７７㎏、慣行区７５０㎏、４５１８㎏とな
り、慣行区が多かった。
１㎏増体に要したＴＤＮ量と飼料費
はそれぞれ短期区７．２６㎏、５２０円、慣行
区８．０㎏、５６５円となり、飼料効率は短
期区が良好な結果となった。
枝肉の格付成績は表４の通り。慣行
区の方が枝肉重量の平均値が７５㎏大き
く、ばらが厚くBMSNo.（牛脂肪交雑
基準）も高かった。
しかし、胸最長筋面積、皮下脂肪厚、
歩留基準値は短期区の方が良好な値だ
った。短期区と全国平均値を比較する
と、いずれの項目も短期区が優れてお
り、２６ヵ月齢出荷でも良好な肉質成績
が得られている。
飼料費は短期区が２７万３１６円であっ

たのに対し、慣行区は３１万６９９５円とな
り、短期区が４万６６７９円少なかった。
販売金額は短期区が１１５万５９７６円だっ
たのに対し、慣行区は１２４万４６６６円とな
り、短期区が８万８６９０円少なかった。
しかし、日増加額、１㎏増体に要した
ＴＤＮ量と飼料費は短期区で優れた。
２６ヵ月齢までは短期区の方がより体
重を確保しており、全期間の平均ＤＧ
も慣行区を上回った。短期肥育の参考
情報としたい。

農水省畜産局は１月２３日、肉用子牛
生産者補給金制度の補給金単価（昨年
１０～１２月分）を公表した。
黒毛和種で平均売買価格が補償基準
価格を下回ったため、交付が行われる。
２１年ぶりの発動となった昨年７～９月
分に続いて、２期連続で発動した。補

給金単価（１頭当たり）は、３万３５００
円だった。
補給金は、四半期ごとの平均売買価
格が保証基準価格（２３年度の黒毛和種
は５５万６０００円）を下回った際に、期間
中に子牛を販売または自家保留してい
れば、差額分が補てんされる。

農畜産業振興機構は、肉用牛肥育経
営安定交付金（牛マルキン）の交付金
単価（２３年１２月分、確定値）を公表し
た。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は３５都道府県で発動した。交
雑種は発動しなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が６７３２．９円（前月は発動ナシ）とな
っている。
前月分と比べると、乳用種は素畜費
が上昇したため発動。交雑種は販売価
格が上昇し、素畜費が減少したため発
動はなかった。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２３年第３四半期（７～９月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
黒毛和種の交配割合は全地域で前期

よりも増加した。前年と比べると、北
海道などでは減少した。
なお、性選別精液（乳用雌）の利用
割合（全国平均）は２０．７％と、前期よ
り１㌽減少した。

表３ 発育成績

区分
体重（㎏）

DG（㎏／日）
８ヵ月 １０ヵ月 ２６ヵ月 ３０ヵ月

短期区
２７７±２５ ３４６±３４ ７９７±４９ ０．９５±０．０５
２４４±２２ ２８９±２５ ５６９±３０

慣行区
３３７±４７ ７８６±６２ ８９９±８０ ０．９４±０．０７
２８２±３５ ５４８±４０ ６１７±５０

※上段は平均値±標準偏差、下段は肥育度指数（体重÷体高）×１００

表４ 枝肉格付成績

項目 枝肉重量
（㎏）

胸最長筋
面積（㎠）

ばらの
厚さ（㎝）

皮下脂肪の
厚さ（㎝）

歩留
基準値 BMSNo. ４等級以上（％）

短期区 ４９９．８ ７２．２ ８．３ ２．２ ７６．２ ７．５ １００．０
慣行区 ５７４．８ ７０．５ ８．８ ２．４ ７５．３ ９．３ １００．０
全国平均１） ４９０．８ ６０．８ ８．０ ２．４ ７４．３ ６．６ ７９．７
１）２０１６年１月～１２月黒毛和種去勢全国平均（日格協）

全て群馬畜産試験場の資料から

表１ 短期区の目標ＤＧおよび飼料給与量
月齢 体重

（㎏）
目標ＤＧ
（㎏／日）

濃厚飼料（㎏／日） 粗飼料（㎏／日）
大豆粕 前期配合 後期配合Ａ 後期配合Ｂ チモシー 稲わら

８ ２４２ １．３ ０．４ ５．６ ３ ０．２
９ ２８０ １．２ ０．４ ６．６ ３ ０．２
１０ ３１７ １．２ ０．４ ６．６ ３ ０．３
１１ ３５３ １．２ ０．４ ６．６ ３ ０．３
１２ ３８８ １．１ ０．５ ７．５ １．５ １．５
１３ ４２２ １．１ ０．５ ７．５ １．５ １．５
１４ ４５５ １．０ ０．５ ４ ４．５ ２
１５ ４８７ １．０ ０．５ ９ １．５
１６ ５１７ １．０ ０．３ １０ １．５
１７ ５４７ ０．９ ０．１ １０ １．５
１８ ５７５ ０．９ １０ ２
１９ ６０２ ０．９ １０ ２
２０ ６２８ ０．８ １０ ２
２１ ６５３ ０．８ ５ ５ ２
２２ ６７７ ０．７ ５ ５ ２
２３ ７００ ０．７ ５ ５ ２
２４ ７２１ ０．７ ５ ５ ２
２５ ７４２ ０．６ ５ ５ ２
２６ ７６１ ０．６ ５ ５ ２

表２ 慣行区の目標ＤＧおよび飼料給与量
月齢 体重（㎏） 目標ＤＧ

（㎏／日）
濃厚飼料（㎏／日） 粗飼料（㎏／日）

前期配合 後期配合Ａ チモシー 稲わら
１０ ２９５ １．０ ４ ５
１１ ３２５ １．０ ５ ５
１２ ３５５ １．０ ６ ５ ０．３
１３ ３８５ １．０ ７ ４ ０．３
１４ ４１５ １．０ ７ ２ ２
１５ ４４５ １．０ ４ ４ ２
１６ ４７５ １．０ ９ ２
１７ ５０５ １．０ ９．５ ２
１８ ５３５ １．０ １０ ２
１９ ５６５ １．０ １０ ２
２０ ５９５ １．０ １０ ２
２１ ６１９ ０．８ １０ ２
２２ ６４３ ０．８ １０ ２
２３ ６６７ ０．８ １０ ２
２４ ６８８ ０．７ １０ ２
２５ ７０９ ０．７ １０ ２
２６ ７３０ ０．７ １０ ２
２７ ７５１ ０．７ １０ ２
２８ ７６６ ０．５ １０ ２
２９ ７８１ ０．５ １０ ２
３０ ７９６ ０．５ １０ ２

地域 延べ
人工授精頭数

黒毛和種
授精数

黒毛和種の
割合（％）

黒毛和種交配
割合前期比
（％）

黒毛和種交配
割合前年
同期比（％）

北海道 ２２３，３３５ ６５，５４４ ２９．３ ０．３ ▲１．２
東北 ６，４５４ ２，８３６ ４３．９ ０．７ ０．９
関東 １２，２５２ ７，２５２ ５９．２ ３．９ ▲０．７
東海 ３，５６６ ２，５８４ ７２．５ ６．１ １４．４
北陸 ８５５ ５５７ ６５．１ ３．５ ８．３
近畿 ３，２８４ ２，４７６ ７５．４ １０．３ ４．１
中四国 ３，１４６ ２，４６６ ７８．４ ４．７ ３．８
九州 ３，７０１ ２，６７２ ７２．２ ２．６ ▲１．１

都府県 ３３，２５８ ２０，８４３ ６０．８ ４．０ １．７
全国 ２５６，５９３ ８６，３８７ ４３．１ １．９ 同率

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

肉質確保して飼料費・給与量を抑制
群
馬 黒黒毛毛和和種種、、２２６６ヵヵ月月齢齢出出荷荷でで

黒毛和種で２期連続発動 乳用牛への黒毛和種交配４３．１％に増加
子牛基金１０～１２月分 性選別利用割合は減少

乳用種で発動
牛マルキン１２月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

北海道チクレン農業協同組合連合会
（以下、北海道チクレン）と㈱チクレ
ンミートは１月１７・１８日の２日間、東
京池袋のサンシャインシティ文化会館
ビルで開催した「１６回焼肉ビジネスフ
ェア２０２４」に出展し、銘柄牛「キタウ
シリ」とコンビーフなどの食肉加工品
の販売促進を行った。
この催しは「居酒屋Ｊａｐａｎ」と
の合同開催で、総称を「外食ソリュー
ションＥＸＰＯ」といい、外食業界に
特化した展示会で、全国から飲食業界
のバイヤーなどが多数訪れる。今年も
２万人以上の来場者があり、盛大な展

示会となった。
北海道チクレンらも、毎年出展して
おり、今年はサーロイン、ヒレ、カル
ビなどの焼肉と、コンビーフの試食を
行った。北海道チクレンは乳用種去勢
牛を「キタウシリ」というブランドで
展開している。
試食用に用意した肉は１５㎏で、２日
間で全て提供した。近くに輸入牛肉の
試食を行っていたブースもあったが、
輸入牛肉を食べてから「キタウシリ」
を食べた参加者は、「食べ比べると、
肉の味が全く違うのが分かる。こちら
の方が断然美味い」と称賛していた。

出展した店舗は３５０店にのぼり、食肉
関係から水産業者、その他食品関係の
業者や、酒類や飲料水業者、店の設計
業者など、外食関係のあらゆる業者が
軒を連ねている。

北海道チクレンらは、２日間で２０件
近くの商談を行い、積極的な販売活動
を行っていた。一朝一夕に商談成立す
るわけではないが、地道な販売活動が
いずれ実を結ぶことになるだろう。

和牛からＦ₁へ
シフトする動き
でＦ₁は底堅い

２月は需要の端境期で、消費者の節
約志向もあり、軟調な動きが続いてい
る。年末が好調だった分余計に年明け
からの動きは鈍くなっている。出荷頭
数も増える傾向にあるので、上げ要因
は乏しい。
和牛相場が停滞する中で、和牛から
Ｆ₁へシフトする動きも見られ、Ｆ₁は
底堅い動きとなっている。
【乳去勢】１月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、８６６円（前年同月比９４％）と
なり、前月より７１円上がった。
２月に入っても、８００円台での推移が
続いている。
【Ｆ₁去勢】１月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３

が１５２６円（同１０４％）、Ｂ２が１３９７円
（同１０８％）だった。前月に比べ、Ｂ３
は１１６円下がり、Ｂ２も６２円下がっ
た。
【和去勢】１月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２３３２円（同１０２％）、Ａ３が２１１６円（同
１０２％）だった。前月に比べ、Ａ４が８４
円下がり、Ａ３は８円上がった。２月
に入っても、Ａ４で２３００円前後での推
移となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は２月
の輸入量を総量で３万４３００ｔ（同９０％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万３５００ｔ（同
１０２％）、冷凍品が２万８００ｔ（同８４％）。
冷蔵品は国内需要が低迷下にある中、
ほとんどの輸入先で減少するとみられ
る。
【出荷頭数】２月の出荷頭数は、和
牛３万８１００頭（同１０６％）、交雑種２万

７００頭（同１０６％）、乳用種２万４９００頭
（同９５％）と、和牛、交雑種が前年を
上回る出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が８５０～９５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１５００～１６００円、同Ｂ２が１３５０～
１４５０円、和牛去勢Ａ４が２２５０～２３５０円、
同Ａ３が２０５０～２１５０円での推移か。

欧州情勢不安定
で、国産への引
き合い強まる

１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が４９１円（前年同月比
９３％）、中物は４７８円（同９４％）となっ
た。前月に比べ上物が６１円、中物が５７
円それぞれ下がった。下旬までは上物
で４８０円台に低迷していたが、月末から
また上昇してきている。２月に入ると
上昇が加速し、６００円台の推移となって
いる。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、２月は１３２万頭（前年同月比１０１％）

で、前月よりかなり
減少する見込み。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、１月の輸入量は
総量で７万８００ｔ（同
９９％）と、前年より
やや減少する見込
み。内訳は、冷蔵品
３ 万 １９００ ｔ （ 同
１０３％）、冷凍品３万
８９００ｔ（同９６％）。
冷凍品は、紅海周辺
の情勢悪化で物流の

混乱が生じて欧州産の輸入量が減少す
る見込み。
欧州情勢の混乱などの品薄感から、
国産への代替え需要も増加しており、
２月の相場は堅調に推移している。暖
冬で鍋物需要は多くないが、国産への
引き合いは強まっている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５５０～６５０円、
中物も５００～６００円で推移か。

Ｆ₁スモールの
頭数減で、強含
みの可能性も

【スモール】１月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が４万６５６４円（前年同
月比１９６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は７万４３０
円（同８９％）となった。前月に比べ、
乳雄は７７２１円下がり、Ｆ₁も２７３５円下が
った。
相場は減少傾向にあるが、乳用雌牛
頭数減少の影響で、強含みの展開とな
る可能性がある。
【乳素牛】１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万７８２７円（同１３８％）、Ｆ₁去勢は３７万

３４円（同９７％）だった。前月に比べ乳
去勢は１万９７２７円上がり、Ｆ₁去勢は
９１６７円下落した。
乳去勢は枝肉相場が軟調なことか

ら、素牛価格も弱もちあいでの推移。
Ｆ₁去勢は前月より低い相場となって
いるが、頭数減もあり、強もちあいか。
【和子牛】１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５９万５９２５円（同８８％）で、前月より６２３４
円減となった。
和牛、Ｆ₁は枝肉相場が軟調で、肉牛
農家の導入は抑え気味の状況が続きそ
うだが、Ｆ₁は頭数減で引き合いが強
くなる可能性がある。
乳去勢は、枝肉価格の動きが軟調な
ため、素牛導入も活発な動きにはなり
にくい。

１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４１１ ４２２ ３０９ ３０４ １９６，６６４ １８１，４３０ ６３６ ５９７
Ｆ₁去 １，６８０ ２，０６６ ３３７ ３３６ ３６５，４０４ ３８４，３５０ １，０８４ １，１４４
和去 ２，２０６ ２，７２２ ３３２ ３２９ ６８０，２８７ ６６３，４８７ ２，０４９ ２，０１７

東 北
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 ４ ９ ２４１ ２７８ ７１，５００ １６７，８１２ ２９７ ６０３
和去 ２，４２９ ２，８３２ ３１７ ３１３ ５６９，０３４ ５９３，０７９ １，７９６ １，８９７

関 東
乳去 ２２ １ ３２３ ２５０ ２７３，６５０ ８４，７００ ８４８ ３３９
Ｆ₁去 １３６ １５５ ３４６ ３４５ ３６７，３２７ ３６３，６４５ １，０６２ １，０５３
和去 ７４２ １，０６１ ３２８ ３１７ ６５９，５５２ ６０７，３６４ ２，０１３ １，９１８

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 － １５３ － ２９５ － ５５３，８５３ － １，８７７

東 海
乳去 － ２ － ２６２ － ５７，７５０ － ２２０
Ｆ₁去 ４５ ５０ ３１３ ３１８ ３７８，７９１ ３５８，４４６ １，２１１ １，１２６
和去 ４５８ ２２４ ２８３ ２６９ ６１３，４８５ ６５９，６１２ ２，１６７ ２，４５４

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ３９１ ４３８ ２６６ ２６１ ８６３，９６４ ９３７，３６３ ３，２５１ ３，５８９

中 四 国
乳去 １３ １４ ２７６ ２８７ １０６，２７７ １０１，６５１ ３８５ ３５４
Ｆ₁去 ２１９ ２５５ ３２４ ３３２ ３９２，８８６ ３８０，６３０ １，２１１ １，１４７
和去 ７８２ １，０８６ ３０４ ３０２ ５５８，０９４ ５５２，１５９ １，８３５ １，８２６

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 ３９９ ４１７ ３２８ ３３１ ３７９，９１３ ３６５，６４８ １，１５８ １，１０５
和去 １０，６８８ ９，０８１ ２９７ ２９６ ５６８，２７９ ５７５，２０９ １，９１２ １，９４５

全 国
乳去 ４４６ ４３９ ３０９ ３０４ １９７，８２７ １７８，１００ ６４０ ５８６
Ｆ₁去 ２，４８３ ２，９５２ ３３４ ３３５ ３７０，０３４ ３７９，２０１ １，１０８ １，１３２
和去 １７，６９６ １７，５９７ ３０５ ３０４ ５９５，９２５ ６０２，１５９ １，９５４ １，９８１

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

キタウシリ外食産業にアピールキタウシリ外食産業にアピール
北海道チクレン・㈱チクレンミート北海道チクレン・㈱チクレンミート
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